
Ⅰ　改革・改善内容（＝施策をより良く実施するための方策）

Ⅱ　施策の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

単位
平成30
年度

令和元
年度

ⅰ ％ 16.7 -
ⅱ ％ 26.5 29.6
ⅲ
ⅳ
ⅰ ％ 16.7 -
ⅱ 人 2,358 2,112
ⅲ 人 998 622
ⅳ ％ 26.5 29.6
ⅴ ％ 20.7 21.8
ⅵ ％ 13.3 23.3
ⅶ ％ 29.5 30.8
ⅷ
ⅸ

④施策の事業費 令和元年度決算 令和２年度決算

事業費（千円） 11,225 4,525 円
Ⅳ　評価・検討

Ⅴ　今後の方向性

鎌ケ谷市施策評価表（事後）
施策の名称 143男女共同参画社会づくり

施策のねらい
（めざす姿）

男女が互いに人間として平等に尊重されつつ、責任を分かち合い、その個性と能力
を十分に発揮し、いきいきと暮らしています。

基本目標 1「健康で生きがいのある福祉・学習都市」をめざして 施策担当マネージャー 市民生活部次長

政策 14個人が尊重しあう多様な市民交流をつくります マネージャー氏名 青木　真也

①前回
の評価
で掲げ
た内容

少子高齢化や人口減少、女性の就労、男性の家庭や地域
への参画をはじめとした従来の課題に加え、男女共同参画
の視点に配慮した防災対策や性の多様性など新たな課題
が生じており、男女共同参画計画策定委員会を立ち上げ、
これらの課題に対応した新しい計画（令和３年度から）を策
定していく必要がある。 ③改革・改

善内容

男女共同参画・女性活躍の視点を確
保しながら、各施策を推進していく。男
性向け育児冊子の検討、防災分野に
おける男女共同参画の推進など「第３
次鎌ケ谷市男女共同参画計画（かが
やきプラン）」に位置付けた事業を着
実に実施し、意識の醸成を図ってい
く。

②①に
基づく
取組み
結果

市民・事業所・市職員・市教員に男女共同参画アン
ケートを実施し、令和３年度から８年度までを期間と
する第３次鎌ケ谷市男女共同参画計画（かがやきプ
ラン）を策定した。

①目的 市民・職員・事業所
意図（対象をどう
するのか）

男女共同参画意識の醸成・啓発を
図る。

②施策の概要
男女共同参画推進懇話会で男女計画について広く意見をいただき、進行管理をはじめとして
計画の推進を図っていくとともに、男女共同参画推進センターを拠点として、意識醸成を図っ
ていくための事業等を企画・立案のうえ実施していく。

③環境分析（状況変化
や今後の見込み・市民意
向など）

将来的な人口減少の問題や頻発する大規模災害などを踏まえ、誰もが個性と能力を十分に発揮でき
るよう、仕事と家事・育児・介護などが両立できる環境を整備するなど、家族や職場、地域等あらゆる分
野において男女共同参画の各施策を推進していく必要性が増している。また、近年、パートナーシップ
制度など性の多様性に関する関心が高まってきている。

①令和元年度～
２年度の施策の成果

男女共同参画推進計画第２次実施計画が実施され、各担当課の事業を見ると、令和２年度はコロナ禍
の影響により一部の講座などが中止になったものの、令和元年度は、ほぼ全ての事業で予定どおり実
施できたことが施策及び基本事業の成果指標に表れている。

②施策
成果指

標

指標名称
令和２
年度

目標値
（2年度）

男女が平等であると考える市民割合（市民意識調査） - 35.0
審議会等女性委員割合 27.8 30.0

③基本
事業成
果指標

男女が平等であると考える市民割合（市民意識調査） - 35.0
男女共同参画推進センター主催事業参加者数 1,671 1,000
ＤＶ予防講座受講者数 1,615 480
審議会等女性委員割合 27.8 30.0
女性職員の管理職比率 23.1 20.0
女性教員の管理職比率 30.0 20.0

(単位：円) 41 6,017

就学前人口に対する保育所入所率 32.4 18.0

③特に重点化する事務事業 男女共同参画推進センターの管理運営に要する経費

3一部未達成
③総合評価
の理由

女性職員の管理職、また審議会員の女性を占める割合など増加傾向に
あり、順調に、目標を達成している一方、5年に一度の市民意識調査で
は、男女が平等であると考える市民割合については、25年度は20.1％、
30年度16.7％と減少傾向にあることなどにより、左記評価とした。

市民一人あたり事業費（２年度決算） 令和３年度予算

①課題（目的に対す
る現状など）

男女共同参画意識の醸成のため、計画に掲げている目標達成に向けた種々の事業を引き
続き実施していく必要がある。

②総合評価

①施策の方向性 →維持

②上記方向性の説明
新型コロナウイルス感染症拡大により、中止した事業など含め、引き続き、令和３年度からの第３次鎌ケ谷市男女
共同参画計画（かがやきプラン）に基づき、事業を実施する。


